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1．国立情報学研究所の概要

◆ 設置目的
◆ 沿革
◆ 取り組みの全体像
◆ 組織

2



National Institute of Informatics

１．国立情報学研究所の概要：設置目的

目的
情報学に関する総合研究並びに学術情報の流
通のための先端的な基盤の開発及び整備
 活動
1. 学術コミュニティの声を反映し、学問領域の中
核拠点としてコミュニティ全体の研究・教育活
動に必須な学術情報基盤を整備・運用

2. 長期的な視点に立つ基礎研究、社会課題解決を
目指した実践的研究を推進

3. 大学共同利用機関の研究環境を活用した次世代
のIT人材育成を実施
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年 月 事 項

1976（昭和51）年 5月 東京大学情報図書館学研究センター発足

1983（昭和58）年 4月 東京大学文献情報センター設置
（情報図書館学研究センターを改組）

1986（昭和61）年 4月 学術情報センター（NACSIS）設置
（東京大学文献情報センターを改組）

1994（平成 6）年11月 千葉分館（千葉県千葉市）竣工

1997（平成 9）年 3月 国際高等セミナーハウス（長野県軽井沢町）竣工

2000（平成12）年 4月 国立情報学研究所（NII）設置
（学術情報センターの廃止・転換）

2004（平成16）年 4月 大学共同利用機関法人 情報・システム研究機構
国立情報学研究所設置

１．国立情報学研究所の概要：沿革
初代
猪瀬 博

任期：
2000年4月 - 2000年10月

第2代
末松 安晴

任期：
2001年4月 - 2005年3月

第3代
坂内 正夫

任期：
2005年4月 - 2013年3月

第4代（現在）
喜連川 優

任期：
2013年4月 -2023年3月
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１．国立情報学研究所の概要：沿革

https://www.google.co.jp/maps/search/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E7%B7%8F%E5%90%88%E5%9B%B3%E6%9B%B8%E9%A4%A8/@35.7120248,139.7584813,17z/data=!3m1!4b1
https://www.google.co.jp/maps/place/%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80%EF%BC%88NII%EF%BC%89/@35.692348,139.7574674,18z/data=!4m5!3m4!1s0x60188c11e52a7af7:0x59be01a56f0cf10e!8m2!3d35.6924853!4d139.7582533
https://www.google.co.jp/maps/place/%E7%AD%91%E6%B3%A2%E5%A4%A7%E5%AD%A6+%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E3%82%AD%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%B9/@35.7196475,139.7352739,17z/data=!3m1!4b1!4m5!3m4!1s0x60188daf4e77e7b5:0xda30573fd880952b!8m2!3d35.7196475!4d139.7374679?hl=ja&authuser=0
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１．国立情報学研究所の概要：在りし日の学術情報センター

撮影：上村順一氏
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１．国立情報学研究所の概要：沿革

https://www.google.co.jp/maps/search/%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E5%A4%A7%E5%AD%A6%E7%B7%8F%E5%90%88%E5%9B%B3%E6%9B%B8%E9%A4%A8/@35.7120248,139.7584813,17z/data=!3m1!4b1
https://www.google.co.jp/maps/place/%E5%9B%BD%E7%AB%8B%E6%83%85%E5%A0%B1%E5%AD%A6%E7%A0%94%E7%A9%B6%E6%89%80%EF%BC%88NII%EF%BC%89/@35.692348,139.7574674,18z/data=!4m5!3m4!1s0x60188c11e52a7af7:0x59be01a56f0cf10e!8m2!3d35.6924853!4d139.7582533
https://www.google.co.jp/maps/place/%E7%AD%91%E6%B3%A2%E5%A4%A7%E5%AD%A6+%E6%9D%B1%E4%BA%AC%E3%82%AD%E3%83%A3%E3%83%B3%E3%83%91%E3%82%B9/@35.7196475,139.7352739,17z/data=!3m1!4b1!4m5!3m4!1s0x60188daf4e77e7b5:0xda30573fd880952b!8m2!3d35.7196475!4d139.7374679?hl=ja&authuser=0
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１．国立情報学研究所の概要：竹橋（本部）景観

10

NII全景

学術基盤推進部
（21階）の眺望

撮影：竹谷喜美江

撮影：竹谷喜美江



１．国立情報学研究所の概要：施設・所在地

シリコンバレー
オフィス

NII国際高等
セミナーハウス
（軽井沢） NII

（竹橋）

（ジェトロ共同事務所）

11

NII柏分館
（柏）
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１．国立情報学研究所の概要：千葉分館（千葉市稲毛区）

【外 観】 【サーバ室】



１．国立情報学研究所の概要：柏キャンパス移転
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（西千葉から移転）東大と合築（2020.10竣工）



１．国立情報学研究所の概要：柏キャンパス移転

14

東京大学柏Ⅱキャンパス 情報基盤センター・
国立情報学研究所 柏分館の合同開所式を
開催（2021.3）



１．国立情報学研究所の概要：シリコンバレーオフィス

2017.5
文部科学省と経済産業省の協議の後
日本貿易振興機構（JETRO）とNIIで
共同事務所を立ち上げ

シリコンバレーの
躍動感を
NIIの研究に反映
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１．国立情報学研究所の概要：取り組みの全体像

情報から知を紡ぎ出す
研究と事業を両輪として情報学による未来価値を創成

Service

学術コンテンツ事業

Research

アーキテクチャ
科学研究系

コンテンツ
科学研究系

情報学
プリンシプル
研究系

情報社会
相関
研究系

大学院
教育

学術情報ネットワーク事業

研究 事業
16の研究施設

研究 事業
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1. 国立情報学研究所(NII)について ： 組織

図書館連携・協力室

学術基盤課

情報学プリンシプル研究系

アーキテクチャ科学研究系

コンテンツ科学研究系

情報社会相関研究系

先端ICTセンター

学術コンテンツ課

研究施設

副所長

研究戦略室

男女共同参画活動支援室 サ
ー
ビ
ス
・事
業

所長補佐

学術基盤推進部

総務部

総務課

社会連携推進室

会計課

企画課

大
型
研
究

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

産
学
連
携

学術ネットワーク研究開発センター
知識コンテンツ科学研究センター
先端ソフトウェア工学・国際研究センター
社会共有知研究センター

量子情報国際研究センター サイバーフィジカル情報学国際研究センター
ビッグデータ数理国際研究センター 医療ビッグデータ研究センター
数理的高信頼ソフトウェアシステム
研究センター
シンセティックメディア国際研究センター

ロバストインテリジェンス・ソーシャルテクノロジー研究センター

研
究
系

事
業
系

シリコンバレーオフィス

学術認証推進室

SINET 利用推進室

クラウド支援室

運営会議 アドバイザリーボード

グローバル・リエゾンオフィス

所長

クラウド基盤研究開発センター
データセット共同利用研究開発センター
オープンサイエンス基盤研究センター
ストラテジックサイバーレジリエンス研究開
発センター

17

研究開発連携本部

2022.4

2022.4

2021.7

学術コンテンツ事業の
担当部署

コンテンツシステム
開発室

研究データ基盤整備チーム

支援チーム

学術コンテンツ整備チーム

JUSTICE事務局

JPCOAR事務局
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研究戦略室
副所長 ・ URA

データサイエンス
共同利用基盤施設

(情報・システム研究機構)

ビッグデータ
数理国際

研究センター

量子情報
国際研究
センター

社会・産学連携海外大学・研究機関

グローバル・リエゾン
オフィス

情報学
プリンシプル研究系

アーキテクチャ

科学研究系

情報社会相関
研究系

研究

研究施設 SINET
(Science Information NETwork)

学術ネットワーク
研究開発センター

事業

知識コンテンツ
科学研究センター

学術認証
フェデレー
ション
(学認)

学術情報検
索(論文・図
書・雑誌・博

士論
文)(CiNii)

Cyber-
security
infrastru

cture

所長マネジメント

共
同
研
究
・
連
携

連携

国際アドバイザリーボード

学術機関
リポジトリ
(JAIRO 
Cloud)

異分野
連携

国内大学
研究機関

NII 湘南会議
国際インターンシップ

プログラム
総合研究大学院大学
情報学専攻(総研大)

1. 国立情報学研究所(NII)について ： 研究と事業の連携

コンテンツ科学

研究系

フィードバック
サイバー
フィジカル
情報学国際
研究センター

数理的高信頼ソ
フトウェアシステ
ム研究センター

医療ビッグデータ
研究センター

共
同
研
究
・
連
携

社会共有知研究
センター

先端ソフトウェア
工学・国際研究

センター

クラウド基盤研究
開発センター

データセット共同利
用研究開発セン

ター

連携

ストラテジックサイバーレジリ
エンス研究開発センター

オープンサイエンス
基盤研究センター

シンセティックメ
ディア国際研究セン

ター
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2022.4

2022.4 2021.7
ロバストインテリ
ジェンス・ソーシャ
ルテクノロジー研

究センター
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「1．国立情報学研究所の概要」のまとめ

国立情報学研究所は、「研究」だけじゃなく、
「事業」もやってます！大学図書館さんとは
昔からとてもご縁が深い組織なんです！！

情報犬
ビットくん https://www.nii.ac.jp/about/overview/jouhouken/
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２．国立情報学研究所の事業

◆ 事業の全体像
◆ 学術情報ネットワーク事業

・SINET
・クラウド
・認証
・セキュリティ

（◆ 学術コンテンツ事業）
◆ 大学との連携
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400G 超高速ネットワーク

次世代学術研究プラットフォーム

研
究
デ
ー
タ
基
盤

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤

SINET5 （2016～2021年度）

4G モバイル機能

欧州

アジア

米国

：400Gbps国内回線
：SINETノード

：100Gbps国内回線
：100Gbps国際回線

学術認証基盤 クラウド活用基盤

VPNサービス、オンデマンドサービス等

コンテンツ基盤

検索・利用

非公開 共有 公開

成果論文

公開・蓄積

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

データ検索基盤

管理・保存
研究データ

データ管理基盤 データ公開基盤

•全国を400Gbps以上、国際を200Gbps以上で整備
•無線（全国セキュア5G＋ローカル5G）と超高速有線との融合

研究データ基盤

次世代学術研究プラットフォーム
（2022～2027年度）

次世代学術研究プラットフォーム（2022～2027年度）
ネットワーク移行(2021年度)、次世代学術研究プラットフォームの運営(2022～2027年度)

ネットワーク基盤と
研究データ基盤を融合

本計画は、最先端かつ安定した運用実績のあるSINET5を発展させ、機能強化した研究データ基
盤と融合することで、データ駆動型研究を加速する研究環境を構築するものである

計画範囲 （2022～2027年度）

•基礎的な機能の提供からデータ駆動型研究
の実践に不可欠な基盤へと機能を拡充

教育支援
にも活用
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2．国立情報学研究所の事業： NIIサービスの利用機関数

コンテンツ流通

クラウド活用支援

学術情報ネットワーク （SINET）

学術認証

セキュリティ強化

学認
272

（254）

Eduroam
328
（305）

電子証明書
371

（365）

NII-SOCS
101（101）

国内109研究機関中93％

直結クラウド
354

（310）

導入支援
117

（105）

ゲートウェイ
58

（52）

CAT/ILL   
1,341(1,336)

JAIRO Cloud
878機関中

681機関

国立大学 公立大学 私立大学 短期大学 高等専門学
校

大学共同利
用機関 その他 合計

86
(100%)

90
(92%)

429
(69%)

85
(27%)

56
(98%)

16
(100%)

228 990

3,908VPN

22
※ 数値は2022（令和4）年3月末現在。（）内は2021年度（前年度）の数値

SINET
990

(975)

500ドメインで利用
（サーバ証明書
発行数88,363枚）
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1. 国立情報学研究所(NII)について ： 次世代学術研究プラットフォーム

超高速ネットワーク、研究データ基盤、サイバーセキュリティ、クラウド、認証に関するサー
ビスを提供し、全国の大学や研究機関等の研究教育環境を高度化

プレスリリース: https://www.nii.ac.jp/news/release/2022/0401.html
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SINET5からSINET6へ
• 2022年4月に予定通り、新しいネットワーク基盤 SINET6 の運用を開始
• SINET6では、①全国400Gbps化と接続点の拡大、②5Gと400Gbpsの融合、
③エッジ機能配備とサービス拡大、④国際回線の増強等を実現
SINET5（2016～2021年度） SINET6（2022～2027年度）

• 全国400Gbps化 ＋ SINET拡張DC
• 5G モバイルSINET ＋ ローカル5G
• NFVとルータによる柔軟なサービス
• 国際回線の帯域強化と対地拡大

• 全国100Gbps（東阪は400Gbps）
• 4G モバイルSINET
• ルータによるVPNサービス
• 国際回線の全100Gbps化

欧州・アフリカ

４G モバイルSINET 

：SINET DC
：400Gbps国内回線
：100Gbps国内回線
：100Gbps国際回線

欧州

アジア

米国

：拡張/東京地区 SINET DC
：SINET DC

：400Gbps国内回線
：100Gbps国内回線
：100Gbps国際回線

ローカル5G

5G モバイルSINET

アジア・オセアニア

米国・南米

学術認証基盤 クラウド活用基盤

VPNサービス、オンデマンドサービス等

研究データ基盤

コンテンツ基盤

図はイメージ

有線・無線融合ネットワークサービス基盤

研究データ基盤
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：国内回線(400Gbps)

：SINET DC(SINET5と同じ)
：SINET DC(新設DC)

：国内回線(100Gbps)
：国際回線(100Gbps)

グアム

シンガポール

ロサンゼルス

ニューヨーク

アムステルダム

※ニューヨークへ

※アムステルダムへ

2024年度追加予定

1. 国立情報学研究所(NII)について： SINET6の概要

国立大学公立大学私立大学短期大学高等専門
学校

大学共同
利用機関 その他 合計

加入機関数 86
(100%)

90
(92%)

429
(69%)

85
(27%)

56
(98%)

16
(100%)

228 990

(2022年3月31日現在)

 日本全国の大学・研究機関等が利用する学術専用の情報通信ネットワーク

 2022年4月1日より、新しいSINET6を運用開始

• SINET6では、①400Gbpsの全国展開と接続点の拡大、②5Gと400Gbpsの融合、③エッジ機能配
備とサービス拡大、④国際回線の増強等を実現

大学 企業等研究機関

共同研究

全国各地

大型実験
施設

スパコン クラウド

HPCI 12拠点商用41拠点

海外

アクセス回線(最大400Gbps) セキュアモバイル網

25

※民間企業も大学等の共同
研究契約があれば利用可能

※
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SINET6の特徴

任意の拠点間で高性能
通信サービスが豊富
大学等にとって便利

商用ネットワーク

通信機器

一般家庭用

利
用
帯
域

混んでくると
超遅い

大量に収容し帯域を共有

通信機器

企業用

ここまで保証

各企業の最低保証帯域を確保

SINET

利
用
帯
域

通信機器 通信機器

帯域が小さい
と遅い

利
用
帯
域

先端研究のために十分な帯域を確保

大きなピー
クも保証

時間
時間

時間

インターネット (高性能)

各種VPN (大学間等)

オンデマンドサービス

インターネット (低性能) インターネット

VPN (企業内)

全都道府県を400Gbpsでカバーし、大容量データ転送に適した帯域を
絞らないアーキテクチャであるため、任意の拠点間で高性能に通信可能
インターネットに加え、セキュアな通信環境を実現する各種VPN、
機動的に通信環境を設定するオンデマンドサービス等を利用可能
アクセス回線を用意するだけで、多様な通信環境を高性能、低コスト、
迅速に整備可能
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歴代SINETとの比較
• SINET6では、回線速度と接続拠点数の両面で、大幅に強化

SINET DC数（SINET3まではカバー都道府県数）
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ノードを配備しており、その数
は最終的には62であった
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SINET6:国際回線の増強
•北米はロサンゼルス・ニューヨークまでを100Gbps×2、欧州はアムステルダムまで
を100Gbps×2（2024年度）とし、北米～欧州間も100Gbpsで接続

•アジアはシンガポールまでの100Gbpsに加え、グアムまでの100Gbpsを新設
•需要や海底ケーブルの敷設状況等を考慮し、適宜増強
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アムステルダム

SOE

: 国際学術IX

パース

: SINET国際回線（100Gbps）

: SINETルータ

札幌

: SINET国内回線（400Gbps） : 他NREN回線
: 他NRENルータ

運用中
（欧州増速は2024年度）
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•モバイルSINET：商用モバイル網の中にSINET専用の仮想5G網を形成してSINET VPN
網と接続することで、セキュアな通信環境を実現

•ローカル5G： SINET側に5Gコア機能を実装することで大学のローカル5G網の経済
的な導入を支援

運用中

小規模で実証実験開始

29

SINETの概要： 5Gモバイルと400Gbpsの融合

自然保護地域

5G モバイルSINET
（専用仮想網）

アクセス回線

商用クラウドﾃﾞｰﾀ活用社会創成
ﾌﾟﾗｯﾄﾌｫｰﾑ（mdx)大学等リソース

５Gコア機能

５Gスイッチ

大学
ローカル5G網

広範囲エリア

高速モバイルで研究
活動領域拡大を支援

地域コミュニティ

遠隔地

海上

VPN網
SINET結合

VPN設定機能

L2VPNL2VPN

• スポットエリアからの安定した超高速モ
バイル通信を実現

L2VPNSINET6
（400Gbps）

• 遠隔地、広範囲エリア、移動体、海上等を広くカバー
• セキュアな通信環境を実現



モバイルSINET利用例

• 北見工大が観測収集する流氷・蜃気楼の自然環境データを、モバイルSINETを
活用してデータ転送、東大DIASデータプラットフォームでデータ蓄積・解析処理

流氷・蜃気楼観測（北見工大） 移動式実験施設による遠隔病理診断(徳島大学)

• 森林などの自然環境に、広帯域環境音・景観画像センサを設置し、モバ
イルSINETを活用して東京大学にデータを転送し、解析・アーカイブ

• サービスロボットを誘導制御するために、ロボット/センサ/制御サーバ間のネットワ
ークをセキュアなモバイルSINETを活用して実証

• 屋内センサ端末とパーソナルモビリティビークルをモバイルSINETでつなぎ、屋内外
をシームレスに移動可能な自動走行パーソナルモビリティビークルを開発

屋外サービスロボット制御 (九州大学) 森林環境音・景観センシング (東京大学)

• 山間部等遠隔地での対象動物の病性鑑定等のための移動式実験施設を開発
し、手術映像等を、モバイルSINETを用いて徳島大医学部・保健所・獣医師等
に転送して、術式支援や獣医学生遠隔実習を実施
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SINET6始動

SINET６開通式 オンライン参加者数1,736名

31

SINET6開通式（2022年5月30日）
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2．国立情報学研究所の事業：クラウドサービスの展開

学認クラウド導入支援サービス（2016年10月開始）
• クラウドを利用する大学等や、大学等にクラウドを提供する事業者に
対して、コンサルタントや、クラウド活用のためのセミナーを開催

学認クラウドゲートウェイ（2017年7月開始）
• 研究教育に必要なクラウドサービスにワンストップでアクセス
するためのポータル機能を大学等に提供

• テンプレートを選択することにより、クラウド環境を簡単に構築
• SINET5 L2VPNを活用した高速かつ安全な通信が可能

学認クラウドオンデマンド構築サービス（2018年10月開始） クラウド事業者

クラウド事業者 大学等

 クラウドの導入・利活用を支援するサービス（学認クラウド）

SINET直結クラウド

32

https://cloud.gakunin.jp/

https://cloud.gakunin.jp/
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2．国立情報学研究所の事業：SINET直結クラウド提供機関

• 大学や研究機関等にクラウドサービスを提供するために民間業者 34社 が直接接続
• L2VPN接続でセキュアかつ経済的なクラウドサービスを 約360の大学等 に提供

提供中 34社（45拠点）

クラウドデータセンタ

大学等

直結

L2VPN

• 北電情報システムサービス
富山県

• 三谷商事
福井県

• ミライコミュニケーションネット
ワーク

岐阜県

• 西日本電信電話
愛知県

• NTTスマートコネクト
• NTTデータ九州

福岡県

• 佐賀IDC
佐賀県

• 鳥取県情報センター
• 西日本電信電話

鳥取県

• 西日本電信電話
京都府

• アマゾンウェブサービスジャパン
• インターネットイニシアティブ
• NTTスマートコネクト
• オプテージ
• グーグル・クラウド・ジャパン
• 西日本電信電話
• 日本アイ・ビー・エム
• 日本オラクル
• 三谷商事

大阪府

• 富士通Japan
兵庫県

• さくらインターネット
• 北海道総合通信網

北海道

• 富士通Japan
群馬県

• 東日本電信電話
• フルノシステムズ

埼玉県

• アイネット
• 日本電気

神奈川県

• アマゾンウェブサービスジャパン
• イデア・コンサルティング
• 内田洋行
• NHNテコラス
• NTTコミュニケーションズ
• エヌ・ティ・ティ・ビズリンク
• グーグル・クラウド・ジャパン
• さくらインターネット
• GMOインターネット
• 東北緑化環境保全
• 日本アイ・ビー・エム
• 日本オラクル
• 日本事務器
• 日本マイクロソフト
• ネットワンシステムズ
• 富士通クラウドテクノロジーズ
• UQコミュニケーションズ

東京都

• エネルギア・コミュニケーションズ
広島県

（2022年3月末現在）
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学認クラウドの紹介

34

「学認クラウド」は、
クラウドの導入・利活用を支援する
国立情報学研究所のサービスです。
https://cloud.gakunin.jp/

導入検討 調達
活用

導入支援サービス ゲートウェイサービス
オンデマンド構築サービス

選択の基準や、導入・活用に関わる情報を
整備・お伝え

クラウドサービスにワンストップで
アクセスするためのポータル機能

研究教育のためのクラウド環境構築を
技術的に支援

共通サービス
情報提供・共有 個別相談

ミーティング／ワークショップ参加2021年10月に統合化
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参加機関・クラウド事業者
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 伊藤忠テクノソリューションズ株式会社※
 エクスジェン・ネットワークス株式会社
 グーグル・クラウド・ジャパン合同会社
 クラウドエース株式会社
 クラスメソッド株式会社
 国立情報学研究所
 株式会社サイマル・テクニカルコミュニケーションズ※

 さくらインターネット株式会社
 株式会社セールスフォース・ドットコム
 株式会社セシオス
 株式会社ダイレクトクラウド
 ドキュサイン・ジャパン株式会社※

• 大学・研究機関 … 118機関

(2022年5月現在)

 AZPower株式会社※
 Dropbox Japan株式会社
 株式会社Fusic
 GMOインターネット株式会社
 株式会社Imperva Japan
 株式会社KDDIウェブコミュニケーションズ
 MEGAZONE株式会社※
 NTTコミュニケーションズ株式会社
 ServiceNow Japan株式会社
 アシストマイクロ株式会社
 アマゾン ウェブ サービス ジャパン株式会社
 株式会社イーストゲート

 株式会社トップゲート※
 日本アイ・ビー・エム株式会社
 日本オラクル株式会社
 日本マイクロソフト株式会社
 株式会社ねこじゃらし
 富士ゼロックス株式会社
 富士通Japan株式会社
 富士通クラウドテクノロジーズ株式会社
 北海道総合通信網株式会社
 北海道大学情報基盤センター
 マカフィー株式会社
 株式会社ミライコミュニケーションネットワーク

• クラウド事業者 … 36事業者(著名IaaSはほぼ参加) ※：チェックリスト回答を検証中の事業者
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2．国立情報学研究所の事業：SINETの認証基盤

 学術認証フェデレーション「学認」

 大学・研究機関が組織内で運用する個人認証
システムを、他機関や出版社でも利用可能に
⇒大学間認証連携を実現

 セキュリティとプライバシーを確保するため
の運用基準を設け、安心・安全を確保

272機関で利用 (2022年5月末日現在)

大学間認証連携サービスの展開

 UPKI電子証明書発行サービス

 大学のドメイン名(xxx.ac.jpなど)のサーバ認証を大学共同利用機関であるNIIが実施
 そのための電子証明書発行を実施

現在、374機関 505ドメインで利用、サーバ証明書発行数 95,419 (2022年5月末日現在)

 UPKI電子証明書により、サーバの所有者証明と暗号化通信を実現

 eduroam JP

 世界的無線LAN認証連携であるeduroam
(世界106ヵ国・地域に普及) の日本側とり
まとめをNIIが実施、2017年度から正式に
事業化

 802.1x認証を用いた安全・安心の無線LAN
環境を世界中の学術機関で利用可能に

 国内332機関で利用 (2022年5月末日現在)
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2．国立情報学研究所の事業：学術認証フェデレーション「学認」

• シングルサインオン技術の活用により、これまで一つの大学・研究機関の中に閉じていた
認証システムを組織外の多様なサービスと連携 ⇒ 利便性向上と管理コスト削減

• 認証ID提供側とサービス提供側との相互の信頼を担保するためのルールと評価の仕組みに
よる信頼の枠組みの提供 ⇒ セキュリティとプライバシーの確保

大学等の参加数

ｻｰﾋﾞｽﾌﾟﾛﾊﾞｲﾀﾞの参加数

255

184

（2021年2月末日現在）

（2021年2月末日現在）

•認証ID処理の集約
•パスワードはサービスプロバイダに渡らない
•認証処理の高度化も容易

大学等
（ID提供側)

サービスプロバイダ
（SP)①SPアクセス

認証ユーザ

⑥認証結果通知

⑤ID/パスワード入力

学認ディスカバリ
サービス

②リダイレクト

③所属機関選択
④所属機関の認証システムへ接続
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		2019"年"6"月"		223

		2019"年"7"月"		224

		2019"年"8"月"		225

		2019"年"9"月"		226

		2019"年"10"月"		227

		2019"年"11"月"		231

		2019"年"12"月"		234

		2020"年"1"月"		235

		2020"年"2"月"		238

		2020"年"3"月"		239

		2020"年"4"月"		242

		2020"年"5"月"		242

		2020"年"6"月"		242

		2020"年"7"月"		243

		2020"年"8"月"		243

		2020"年"9"月"		243

		2020"年"10"月"		246

		2020"年"11"月"		246

		2020"年"12"月"		246







2．国立情報学研究所の事業：学術無線LANローミング「eduroam」

• 教育・研究用の国際学術無線LANローミング基盤サービス「eduroam JP」を
NIIの事業として提供
– 国内では302機関が利用中（2021年2月末日現在）

教育・研究用の学術無線LANローミング基盤
• 欧州TERENA（現GÉANT Association）で開発
• キャンパス無線LAN相互利用のデファクト
• 世界100ヵ国・地域に普及

日本でのサービス名称は「eduroam JP」
• 加入すると訪問先の無線LANが無料で利用可能
（互恵精神に基づく相互利用サービス）

• ESSIDは「eduroam」で世界共通
• IDは「ユーザ名@組織名.jp」
例) user@nii.ac.jp

メリット
• IEEE802.1Xによるセキュアなユーザ認証
• 偽基地局による各種攻撃への対策が可能
• 来訪者用ネットワークの随時構築が不要

国内RADIUS認証プロキシ
(FLR: 国、地域ごとに設置)

B大

AU JP

TLR

A大 C大 D大

AP

ローミング

所属機関

user@D大.jp

訪問先

無線LANアクセスポイント

機関RADIUS認証サーバ

レルム(realm)

レルムに基づく
認証サーバの

探索

大学運用

GÉANT運用

NII運用

RADIUS認証要求

RADIUS認証応答

国際RADIUS認証プロキシ
(TLR: Europe, Asia-Pacific)
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2．国立情報学研究所の事業： NII-SOCS発足の経緯
• サイバーセキュリティ基本法における国立大学への要請(第32条)
 中央省庁に加え、独立行政法人や府省庁と一体となり公的業務を行う特殊法人

等を、内閣サイバーセキュリティセンター(NISC)の制度に基づく監視・監査の
対象に追加する。

→独法は第2 GSOCで監視
 国立大学法人固有の問題

 学生(民間人)の通信が混在
• 学生と教職員でネットワーク論理分割が必須となる
が…非現実的

 学問の自由との兼ね合い
 監視経費は各法人に請求(端末数、流量に比例)

• 研究系独法と比べても桁違いな大学
– 構成員数(端末数)、対外接続帯域

 国立大学法人は自主的な対策強化へ
 セキュリティ監視能力ではなく、インシデント対応能力の向上(5年計画)

「日本再興戦略」改訂2015
平成27年6月30日閣議決定

「サイバーセキュリティ戦略」 2018年7月27日閣議決定
学術情報ネットワークを運営する機関は、国立大学及び大学共同利用機関と連携し、サイバー攻
撃を観測・検知・分析するシステムを構築し、情報提供を行うとともに、監視能力の機能維持・
強化及び戦略マネジメント層の育成に向けた共同研究や技術職員への研修を実施する。さらに、
国は、大学等の事案対応体制を強化するため、複数の大学等の事案対応を行うチームにおいてサ
イバー攻撃に関する情報や共通課題、事案対応の知見等を共有するための取組を支援する。
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2．国立情報学研究所の事業： NII-SOCS(ﾆｰｿｯｸｽ)

1. サイバー攻撃検知システムやセキュリティ機関の情報を精査
2. 大学へのサイバー攻撃情報を元に他機関での類似攻撃を調査

1. マルウェア感染機器の持ち込みを検知
2. サイバー攻撃検知システムでは検知できない標的型サイバー攻撃の存在を察知

40

• SINET外との通信を監視を行い、国立大学法人、大学共同利用機関法人向けに攻撃
検知情報を通知。2017/7より運用開始2022/3現在101機関が利用中

セキュリティ体制
への支援
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2．国立情報学研究所の事業： NII-SOCSのミッション

1. サイバー攻撃検知システムやセキュリティ機関の情報を精査
2. 大学へのサイバー攻撃情報を元に他機関での類似攻撃を調査

1. マルウェア感染機器の持ち込みを検知
2. サイバー攻撃検知システムでは検知できない標的型サイバー攻撃の存在を察知

観測システム

警報データ
集約 研修

参加機関CSIRT

A大学 B大学

ポータルサイト

NII
解析
＋

チューニング

SINETと商用系の
通信を監視

情報閲覧
共同解析

指導
解析手法

連携

外部セキュリティ機関
(国内・国外)

警報解析
システム等

Paloalto, Cisco, LookingGlass

サイバー攻撃
検知システム

41

• 国立大学及び大学共同利用機関と連携し、サイバー攻撃を観測・検知・分析するシステムを構
築し、情報提供を行う&研修を実施することで、我が国全体のセキュリティ能力の向上に寄与
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2．国立情報学研究所の事業： NII-SOCSの分析
• 24時間365日専門家が膨大な情報を分析して、各大学にインシデントに関係する情
報を通知する

• 日々生成される膨大な情報
• 警報の特性に基づく絞り込み

– 外部専門家による分析結果
• McAfee APG

– 脅威インテリジェンスシステム
• ScoutVision, 
• CyberTotal
• Threat Grid

– OSINT情報等との照合
• 通知は任意に選んだ1警報のみ

– 通知されない情報
• 各機関がポータルサイトで確認可能

• 参加機関からのフィードバック
– 自動絞り込みの精度向上に寄与
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2．国立情報学研究所の事業： NII-SOCSの責任分界点

NII NII-SOCS参加機関

1. サイバー攻撃等の監視 ○
監視対象ネットワークに関して、各
機関等とSINET外との通信を巡回
監視

－
NII-SOCS監視対象外、SINET未
使用通信に関しては、大学独自に
監視

2. 攻撃検知情報の提供 ○
メールによる警告通達、ポータルで
各法人等に情報提供

－

3. 事象への対応 － ○
各大学等で対応

3-1. 検知情報に基づく調
査・分析

△
当該機関の求めに応じて通信内容
の調査支援を行う

○
各大学等で対応

3-2. ネットワーク遮断 △
セキュリティ作業部会の指示により
可能な範囲でSINETに依頼

○
各大学等で対応

3-3. 所管省庁等への報告 △
法令等に基づく指示があれば対応

○
各大学等で対応

• インシデント対応等は各大学等で対応を行う。NIIは監視能力の機能維持・強化及び
戦略マネジメント層の育成に向けた研修を実施する。
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1. 国立大学法
人等の情報
セキサイバ
ー攻撃への
対処能力の
高度化

2. テクニカル
面よりもマ
ネジメント
面の強化に
重心

44

通算の機関数はユニーク数です。

2．国立情報学研究所の事業： NII-SOCSの研修の実施状況

年度 研修内容 開催年月
と開催数

参加機関数と

参加人数

NII-SOCSコース①

平成30年度

NII-SOCSの概要説明、Webポータルの操作説明 等 2017年4月 2回 37機関、61名

Webポータルの操作説明及び改修内容、
2018年1月 2回 13機関、30名

NII-SOCS検知情報の事例説明 等

平成30年度
Webポータルの基本操作、サイバー攻撃手法、

2018年6-8月 4回 41機関、82名
警報情報の基本的な分析などの学習

令和元年度
Webポータルの基本操作、サイバー攻撃手法、

2019年6月-8月 6回 32機関、43名
演習を含んだインシデント調査方法の学習

令和２年度
Webポータルの基本操作、サイバー攻撃手法、 2020年9月 7回

15機関、17名
演習を含んだインシデント調査方法の学習 (オンライン)

令和３年度 サービスポータルの基本操作を中心とした初心者向けインシデ
ント調査方法の学習

2021年9月公開
（オンデマンド）

通算 138機関、233名以上

NII-SOCSコース②

平成30年度 警報情報の基本的な分析、サイバー攻撃手法、演習を含んだイ
ンシデント調査方法の学習 2018年10-12月 6回 52機関、90名

通算 52機関、90名
NII-SOCSマネジメント研修

令和２年度
CSIRT・CISO向け、グループディスカッション型

2020年12月 1回 20機関、28名
インシデントマネジメント研修

令和3年度
CSIRT・CISO向け、グループディスカッション型

2021年12月 1回 21機関、29名
インシデントマネジメント研修

通算 41機関、67名

＜ポイント＞
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２．国立情報学研究所の事業

◆ 事業の全体像
◆ 学術情報ネットワーク事業

・SINET
・クラウド
・認証
・セキュリティ

（◆ 学術コンテンツ事業→３学術情報流通の推進）
◆ 大学との連携

45

【再掲】
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学術研究プラットフォーム運営・連携本部

本部委員の所属（令和3年度：学術情報ネットワーク運営・連携本部）
北海道大学、小樽商科大学、東北大学、筑波大学、東京大学、東京工業大学、
金沢大学、名古屋大学、京都大学、大阪大学、広島大学、九州大学、高エネ
ルギー加速器研究機構、国立天文台、核融合科学研究所、理化学研究所

 2022年度より「学術研究プラットフォーム運営・連携本部」に改組し、インフラとし
てのSINETのみならず、総合的な研究基盤の構築計画を策定

所長直下の各技術分野の研究開発センターで最先端の基盤機能を開発
所長直下の学術基盤推進部で構築・運用を行い、各推進室・支援室で利用者支援を実施

研究開発・事業推進体制

研究データ基盤運営委員会

学術認証運営委員会

学術研究プラットフォーム運営・連携本部

システム作業部会
RDM人材育成作業部会

次世代認証連携検討作業部会
運用作業部会
トラスト作業部会
図書館系サービス作業部会

ネットワーク運営委員会
DX・クラウド運営委員会
セキュリティ運営委員会
高等教育機関における情報セキュリティ
ポリシー推進委員会

CiNii Research作業部会

DXも所掌

eduroam board

連携

2．国立情報学研究所の事業：運営・連携体制（大学との連携）
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2．国立情報学研究所の事業：大学図書館との連携の枠組み

「大学共同利用機関法人情報・システム研究機構 国立情報学研究所と国
公私立大学図書館協力委員会との間における連携・協力の推進に関する
協定書」締結（2010（平成22）年10月13日、2016（平成28）年2月
23 日改訂）
（目的）
1. 「我が国の大学等の教育研究機関において不可欠な学術情報の確保

と発信の一層の強化を図る」
（連携・協力の推進）

1. バックファイルを含む電子ジャーナル等の確保と恒久的なアクセス保障体制の
整備

2. 機関リポジトリを通じた大学の知の発信システムの構築
3. 電子情報資源を含む総合目録データベースの強化
4. 学術情報の確保と発信に関する人材の交流と育成
5. 学術情報の確保と発信に関する国際連携の推進
6. その他本目的を達成するために必要な事項

（組織）
国公私立大学図書館協力委員会とNIIの間に、「大学図書館と国立情報

学研究所との連携・協力推進会議」を設置 47
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国公私立大学図書館協力委員会

役割：
協定書
(1),(4),(5)

大学図書館と国立情報学研究所との
連携・協力推進会議

NII

大学図書館コンソーシアム連合
（JUSTICE）

役割：
協定書
(2),(4),(5)

交渉
作業部会

広報
作業部会

調査
作業部会

オープンアクセスリポジトリ
推進協会（JPCOAR）

役割：
協定書
(3),(4),(5)

これからの学術情報システム
構築検討委員会

システムモデ
ル検討作業部

会

協定書
(1) バックファイルを含む電子ジャーナル等の確保と恒久的なアクセス保証体制の整備
(2) 機関リポジトリを通じた大学の知の発信システムの構築
(3) 電子情報資源を含む総合目録データベースの強化
(4) 学術情報の確保と発信に関する人材の交流と育成
(5) 学術情報の確保と発信に関する国際連携の推進

システム
ワークフロー
検討作業部

会

助言/報告

運営委員会

2．国立情報学研究所の事業：大学図書館との連携・協力体制

2019（R1)年度～
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2．国立情報学研究所の事業：大学との連携（教育研修事業）

大学図書館との更なる連携協力
により推進

区分 対象 目的

講習会 本研究所の目録所
在情報サービスの
業務担当者

NACSIS-CAT/ILL
の内容や操作・運
用方法等の修得

専門
研修

大学等における学
術研究活動支援に
携わる者

学術コンテンツ、
情報通信等の最
新動向の認知、必
要となる専門知識
や技術の修得

総合
研修

大学等において、図
書館、電子計算機
およびネットワーク
等の業務に専任的
に従事する者

高度の学術情報シ
ステム環境に対応
しうる知識等の修
得
（実務研修を含む）

国立情報学研究所 講習会・研修体系図

講習会 専門研修 総合研修

目録システム書誌
作成研修

目録システム入門
講習会

大学図書館員のた
めのIT総合研修

情報処理技術
セミナー

システム運用管理者向け

図
書
館
職
員
向
け

大学図書館職員
短期研修

 教育研修事業の概要

他機関との共催

NACSIS-CAT/ILL
セルフラーニング

教材

国立情報学研究所
実務研修
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「 2．国立情報学研究所の事業」のまとめ

国立情報学研究所の事業は、「ネットワーク」
と「コンテンツ」の2枚看板！ どちらも大学と
連携・協力しながら進めているんです！！
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3． コンテンツ：学術情報流通の推進

◆ 学術情報の公開・発信（学術コンテンツ事業）
◆ 目録所在情報サービス（NACSIS-CAT/ILLほか）
◆ 学術情報ナビゲータ（データ検索基盤：CiNii）
◆ 機関リポジトリ（データ公開基盤： JAIRO Cloud）
◆ アーカイブの強化（NII-REOほか）
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400G 超高速ネットワーク

次世代学術研究プラットフォーム

研
究
デ
ー
タ
基
盤

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤

SINET5 （2016～2021年度）

4G モバイル機能

欧州

アジア

米国

：400Gbps国内回線
：SINETノード

：100Gbps国内回線
：100Gbps国際回線

学術認証基盤 クラウド活用基盤

VPNサービス、オンデマンドサービス等

コンテンツ基盤

検索・利用

非公開 共有 公開

成果論文

公開・蓄積

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

データ検索基盤

管理・保存
研究データ

データ管理基盤 データ公開基盤

•全国を400Gbps以上、国際を200Gbps以上で整備
•無線（全国セキュア5G＋ローカル5G）と超高速有線との融合

研究データ基盤

次世代学術研究プラットフォーム
（2022～2027年度）

次世代学術研究プラットフォーム（2022～2027年度）
ネットワーク移行(2021年度)、次世代学術研究プラットフォームの運営(2022～2027年度)

ネットワーク基盤と
研究データ基盤を融合

本計画は、最先端かつ安定した運用実績のあるSINET5を発展させ、機能強化した研究データ基
盤と融合することで、データ駆動型研究を加速する研究環境を構築するものである

計画範囲 （2022～2027年度）

•基礎的な機能の提供からデータ駆動型研究
の実践に不可欠な基盤へと機能を拡充

教育支援
にも活用
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次世代研究データ基盤: NII Research Data Cloud

2017-2021

2022-2027

2017年から開発開始
⇒ 2021年から運用開始
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年 月 事 項
昭和60年（1985）4月 目録所在情報サービス（NACSIS-CAT）提供開始
昭和61年（1986）4月 教育研修事業（目録システム講習会等）開始
昭和62年（1987）4月 NACSIS-IR（データベースサービス）提供開始
平成4年（1992）4月 NACSIS-ILLシステム提供開始
平成9年（1997）4月 NACSIS-ELS（電子図書館サービス）提供開始
平成10年（1998）4月 Webcat（総合目録データベースWWW検索サービス）提供開始

平成13年（2003） 国際学術情報流通基盤整備事業（SPARC Japan）開始、NII-REO
（電子ジャーナルリポジトリ）・研究紀要ポータル提供開始

平成17年（2005）4月 NII学術コンテンツ・ポータルGeNii提供開始（CiNii，KAKEN，
NII-DBR）

平成21年（2009）4月 JAIRO（学術機関リポジトリポータル）提供開始
平成22年（2010）10月 国公私立大学図書館協力委員会と国立情報学研究所との間における

連携・協力の推進に関する協定締結
平成23年（2011）4月 大学図書館コンソーシアム連合（JUSTICE）発足
平成23年（2011）11月 CiNii Books提供開始
平成24年（2012）4月 JAIRO Cloud（共用リポジトリサービス）提供開始
平成27年（2015）10月 CiNii Dissertations提供開始
平成28年（2016）7月 オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）発足

3. 学術情報流通の推進：学術コンテンツ事業の沿革
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NII-REO

I学術機関
リポジトリ

大学・学術機関

図書・雑誌情報 研究情報

838機関

JaLC NDL 

他機関のDBサービス

論文・研究データ情報

大学
図書館等

大学
図書館等 1,341機関

JSPS MEXT

論文・研究データ情報の
メタデータ・リンク情報

論文：3,457万件
研究データ：34万件

CiNii 
Research

機関リポジトリ搭載
の学術情報の

メタデータ・リンク情報

359万件

学術出版社

学協会分野別
データリ
ポジトリ
分野別

データリ
ポジトリ

科学研究費助成事業の
研究課題・成果情報

96万件

収集

アーカイブ

電子化

収集

機関発信情報

NACSIS
-CAT

OUP
Springer

＊データ件数は2022(令和4)年3月末現在

海外電子ジャーナル
等の本文情報

412万件
人社系電子コレ

クション 66万件

共用
リポジトリ

CiNii
Books

図書・雑誌の書誌・所在情報

書誌1,263万件
所蔵1.49億件

KAKENCiNii
Dissertations

博士論文の
メタデータ・
リンク情報

69万件

データ統合

論文情報

IRDB
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※2022年
4月にCiNii 
Articlesを

統合

3. 学術情報流通の推進：学術コンテンツ事業の現状
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3. 学術情報流通の推進： ISMSの推進：ISO/IEC 27001認証

56

 学術基盤推進部学術コンテンツ課は、ISMS (Information Security Management 
System:情報セキュリティマネジメントシステム) に関する国際的なセキュリティ
規格 (ISO/IEC 27001:2013 / JIS Q 27001:2014) の認証を取得した（2021年
3月26日付け)。※学術基盤の開発・運営を行っているオープンサイエンス基盤研究センター(RCOS)が

2022年3月4日付けで適用範囲拡大の形で認証取得

 ISMSとは、組織における情報資産のセキュリティを管理する
ための仕組み。情報セキュリティ活動のPDCAサイクルを回し
続けることで効果的に事業を推進、維持、継続的に改善。

 登録活動範囲は、以下のとおり。
（１）「学術情報公開・共有に関する業務」

（２）「利用機関向けサービスの開発・運用・保守」

PDCAサイクルに
よる継続的改善

Action:改善
対象・方針・目標の

見直し

Check:評価
監査・評価・レビュー

の実施

Do:運用
計画の実施

教育・訓練の実施

Plan:計画
対象・方針・目標の設定
リスクの特定・分析・評価

の実施
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 NACSIS-CAT(1985～)
 国内の大学図書館等が所蔵する図書・雑誌情報を共同構築
 オンライン共同分担入力方式による目録システム
 参加機関： 1,341機関
 所蔵登録データ：図書：1億4,395万件(約8,000件増／1日) 雑誌：463万件

 NACSIS-ILL(1992～)
 目録システムで構築された総合目録データベースを活用した相互利用システム
 参加機関： 1,114機関
 複写：42万件，貸借：8万件

NACSIS-CAT/ILL:目録所在情報サービス3. 学術情報流通の推進：目録所在情報サービス（NACSIS-CAT／ILL）

紙と電子の学術情報をシームレスに管理できる環境構築が課題
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参加機関数CAT登録件数(万件) NACSIS-CAT統計
累積図書所蔵登録数

参加機関数
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3. 学術情報流通の推進：ERDB-JP

 大学図書館、出版社、ナレッジベースベンダー等がパートナーとなって
メンテナンスを行う、日本で刊行された電子リソースのデータ共有サー
ビス

 現在100機関以上のパートナーによって、約20,000件の電子リソースの
データが管理され、CC0 1.0 Universalのオープンなライセンスで公開

 登録されたデータは年間数万回以上ダウンロードされ、CiNii Booksや
商用ナレッジベース等を通じて、世界の検索サービスで活用
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3. 学術情報流通の推進：次期目録所在情報サービス

59

2021年6月17日(木) プレスリリース
https://www.nii.ac.jp/news/release/2021/0617.html

要点
 「これからの学術情報システム構築検討委員会」が取りま

とめた『これからの学術情報システムの在り方について
(2019)』を指針として再構築

 NACSIS-CAT/ILLの基盤システムは、アメリカを本拠地
とするOCLC社のCBS(Controlled Bibliographic 
Service)、電子リソース管理サービスでは、Ex Libris社
のAlmaを利用
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図書館システム・ネットワーク

3. 学術情報流通の推進：次期目録所在情報サービス

60

共同利用システム
＝中央システム

（NII/JUSTICE等）

図書館システム
＝ローカルシステム
（大学図書館等）

新NACSIS-CAT/ILL
・国際標準への対応

電子リソースデータ
共有サービス
・ライセンス
・タイトルリスト

・国際標準への対応

データ連携（CATP） 相互のデータ連携等

印刷体に
対応したシステム

電子リソースと印刷体に
対応したシステム

ダウンロード利用等

2023年1月[予定] 2022年4月～

今回整備を行う範囲
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3. 学術情報流通の推進：電子リソース共有サービス

共有されるデータとメニュー構成

＊電子ブックについては別途検討
61

JUSTICE提供 それ以外

タイトルリスト

タイトルリスト（JUSTICE）
（公開）

【公開予定】

タイトルリスト（公開）
（公開）

【ERDB-JPのみ公開済み】

ライセンス情報

ライセンス（JUSTICE）
（会員館限定公開）

【テスト公開中】

ライセンス（公開）
（公開）

【検討中】
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3. 学術情報流通の推進：次期目録所在情報サービス

62

ライセンス（JUSTICE）とは
出版社・学会等がJUSTICEに提出した電子リソース製
品のライセンスデータの共有サービスです。

以下サービスについても整備を進める予定です:
・タイトルリスト(JUSTICE)： JUSTICE提案パッケー
ジのタイトルリストの共有
・ ライセンス(公開)： 一般公開可能なライセンス情報の
共有

共同利用システム

電子リソースデータ
共有サービス

2022年4月-7月 ベンダーテスト
2022年夏 参加館テスト
2023年冬 サービス開始

■現在の図書館システムの変更は
伴いません。
 現行の図書館システムとの接続方法は

そのまま継続

 現行のNACSIS-CATのデータ、機能
はそのまま利用可能

 現行のNACSIS-ILLの機能がそのま
ま利用可能

 CAT2020で追加された機能はそのま
ま踏襲

2020年9月
ERDB-JP運用開始

2022年4月～
電子リソースデータ共有サービス
ライセンス（JUSTICE） テスト運用開始
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3. 学術情報流通の推進：次期目録所在情報サービス

63

図書館システム側の変更は伴いません。

2022年8月末より参加機関へ向け、テスト環境
（WebUIP提供）を公開予定です。

2023年1月には最大で3週間システム停止が見込
まれます。

新NACSIS-CAT/ILL変更のポイント
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3. 学術情報流通の推進：次期目録所在情報サービス
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2022年1月27日 変更点説明資料(2021年12月末時点)公開

2022年4月 電子リソースデータ共有サービス ライセンス
（JUSTICE） テスト運用開始
新NACSIS-CAT/ILL検証環境公開

2022年4月25日-
2022年９月３０日

新NACSIS-CAT/ILL検証環境ベンダテスト

2022年6月2日 NIIオープンフォーラム (コンテンツトラック2)
https://www.nii.ac.jp/service/openforum/

2022年秋 参加館向け説明会
技術資料・マニュアル案公開

2023年冬 新NACSIS-CAT/ILLサービス開始

今後のスケジュール



National Institute of Informatics
65

JaLC，雑誌記事索引，機関リポジ
トリ等の論文や研究データを同定・

統合して提供

NACSIS-CAT(大学図書館の
所蔵する本)のデータを提供

博士論文(機関リポジトリ、国立
国会図書館)のデータを提供

3. 学術情報流通の推進：データ検索基盤： CiNiiの現況
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4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

Monthly page views (2016)

by human visitors

by API

ページビュー(2021)

人による閲覧

機械による閲覧

6千万

7千万

4千万

3千万

2千万

1千万 Human

API

検索 700万回
月間
平均 詳細表示 1,950万回

月間
平均

5千万

※ CiNii Articles，Books，Dissertations の合計値(APIを含む)

年間 6億
ページビュー
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3. 学術情報流通の推進：データ検索基盤： CiNiiの現況
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(289) (309) (320) (350) (366) (379) (388) (402) (415) (426) (431)

1060
1150 1200

1280
1430

2540 2644
2745

2977
3116

3188
3303

3417
3513

3620 3662

1329

2892

3500

6410
5760

6046
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7124

7823
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2,600
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3,200
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3,800

2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017 2018 2019 2020 2021

本文（内数） 収録件数 検索回数CiNii 収録件数と検索回数

2009.4
UI

リニューアル2007.4
グーグル

連携

詳細表示 1,950万回

検索回数 700万回
2021年度
月間平均

2021年度
月間平均

収録件数
(万件)

検索回数
(万回)

2011.11
Books 公開

2015.6
Dissertations

公開

※ CiNii Articles，Books，Dissertations の合計値(APIを除く)
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3. 学術情報流通の推進：データ検索基盤： CiNiiの現況
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1. 研究データと密接に関係する学術論文や本、博士論文、研究プロジェクトの検索

機能と一体化して横断検索を提供

2. 横断検索で関係する情報へのイージーアクセスを実現

3. 研究データと関連情報を「つなぐ」ための統合ナレッジベースを整備

4. 関連情報にワンステップで到達し、芋づる式に取得できるディープサーチを実現

3.3 データ検索基盤：CiNii Research

■ 2021年4月1日(木) 本運用開始

3. 学術情報流通の推進：データ検索基盤： CiNiiの現況
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論文検索サービス「CiNii
Articles」を、学術情報検索基盤
「CiNii Research 」に統合した。

新しい CiNii Research では、論
文情報にリンクする引用情報や多
様な学術成果データなどをシーム
レスに閲覧できるため、関連する豊
富な学術情報をよりスムーズに発
見できるようになった。

https://www.nii.ac.jp/news/release/2022/0418.html

■ 2022年4月18日(月) CiNii Articlesを統合

3. 学術情報流通の推進：データ検索基盤： CiNiiの現況
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3．学術情報流通の推進：CiNii Research: Discovery Platform

Knowledge Base

datasets

articles

books projects

disserta-tions

Integrated all NII’s 
scholarly 

information DBs

(Japanese digital 
humanities data 
catalog)

International Social Science & Humanities
(Japanese biological data catalog)

Life Science

150M<
entries

Integrated
external

Data DBs

・・・

70Integrating more DBs for Data Search!
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3. 学術情報流通の推進：研究課題統合検索
（GRANTS）

71

1. KAKENとJSTプロジェクトデータベースの研究課題を統合的に検索できるサービス

2. 今後、段階的に参画するファンディングエージェンシーが拡充される予定

3. 国立情報学研究所がシステムの開発と運用を行い、JSTが運営

■ 2021年6月30日公開
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400G 超高速ネットワーク

次世代学術研究プラットフォーム

研
究
デ
ー
タ
基
盤

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤

SINET5 （2016～2021年度）

4G モバイル機能

欧州

アジア

米国

：400Gbps国内回線
：SINETノード

：100Gbps国内回線
：100Gbps国際回線

学術認証基盤 クラウド活用基盤

VPNサービス、オンデマンドサービス等

コンテンツ基盤

検索・利用

非公開 共有 公開

成果論文

公開・蓄積

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

データ検索基盤

管理・保存
研究データ

データ管理基盤 データ公開基盤

•全国を400Gbps以上、国際を200Gbps以上で整備
•無線（全国セキュア5G＋ローカル5G）と超高速有線との融合

研究データ基盤

次世代学術研究プラットフォーム
（2022～2027年度）

次世代学術研究プラットフォーム（2022～2027年度）
ネットワーク移行(2021年度)、次世代学術研究プラットフォームの運営(2022～2027年度)

ネットワーク基盤と
研究データ基盤を融合

本計画は、最先端かつ安定した運用実績のあるSINET5を発展させ、機能強化した研究データ基
盤と融合することで、データ駆動型研究を加速する研究環境を構築するものである

計画範囲 （2022～2027年度）

•基礎的な機能の提供からデータ駆動型研究
の実践に不可欠な基盤へと機能を拡充

教育支援
にも活用
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次世代研究データ基盤: NII Research Data Cloud

2017-2021

2022-2027

2017年から開発開始
⇒ 2021年から運用開始

73
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 機関リポジトリ（Institutional Repository）は、大学及び研究機関で生産された電子的な知的生産物を保存し、原則的
に無償で発信するためのインターネット上の保存書庫

・大学の研究教育成果の積極的な情報発信
・社会に対する大学の研究教育活動の説明責任の保証
・大学で生み出された知的生産物の長期保存
・商業出版社が独占する現行の学術出版システムに対する代替システム

 国立情報学研究所では、2005（平成17）年度から大学等の機関リポジトリの構築と連携を推進し、機関リポジトリは着
実に増加。

 2012（平成24）年度からはJAIRO Cloud（共用リポジトリ）を運用。
 2016（平成28）年7月からは、JAIRO Cloudは、オープンアクセスリポジトリ推進協会との共同運用に移行。

C大学 機関リポジトリ

B大学 機関リポジトリ

A大学 機関リポジトリ

研究者等
登録

登録

大学の研究成果を収集・保存し，
情報発信

登録 雑誌論文
紀要論文
博士論文
等々

学術機関リポジトリ
データベース

メタデータ
自動収集

NIIの役割
• 大学との連携による機関リポ

ジトリ構築の推進
• 研究成果のオープンアクセス

推進
• メタデータ標準整備
• 自動収集による学術情報流通

の促進・発信力の強化
• コンテンツの横断検索提供
• 機関リポジトリシステムの構

築支援
• 機関リポジトリソフトウェア

WEKOの開発と提供
• 人材育成

 登録コンテンツ件数：約297万件
（うち本文あり：約225万件）

 登録機関リポジトリ数：703機関

日本の機関リポジトリに蓄積された
学術情報を一括検索，本体へリンク

3. 学術情報流通の推進：学術機関リポジトリ

平成24年度からはJAIROCloud
（共用リポジトリ）を提供

74

IRDB
Insititutional Repositories DataBase

http://mitizane.ll.chiba-u.jp/information/
http://eprints.lib.hokudai.ac.jp/index.en.jsp
http://dspace.wul.waseda.ac.jp/dspace/index.jsp
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3. 学術情報流通の推進：学術機関リポジトリ

75
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JAIRO Cloudで公開予定

JAIRO Cloud利用

独自構築

日本の機関リポジトリ構築数
独自構築とJAIRO Cloud利用機

関機関リポジトリ登録データ数
(本文あり)の推移

日本の機関リポジトリ構築数の推移

収録コンテンツ数
学術雑誌論文 約36万件
学位論文 約20万件
紀要論文 約136万件
その他 約77万件
計 約269万件

(2022年3月末時点)

機関リポジトリ構築数
国立大学 86
公立大学 83
私立大学 466
その他 203
合計 838

(2022年3月末時点)

機関が
JAIRO Cloudを利用
681

千件

機関リポジトリ(研究成果を収集・保存・発信する器)のクラウドサービスJAIRO 
Cloudを提供

• 大学でのシステム運用負荷の軽減により、機関リポジトリ数が拡大
• 必要な機能を備えたシステムをクラウド上で提供することで全体を効率化
• 学術情報のオープンアクセスを推進

新しい研究データ基盤につ
いては、ボーンNIIクラウドで
より効率的な普及を目指す
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現システム（WEKO2）
• 研究者と図書館員で必要な機能を切り分けて実現できていなかった。

• 分野ごとの研究データ管理に対応できるシステム構成ではなかった。

• 800機関以上が利用するクラウドサービスに適したシステム構成ではなかった。

新システム（WEKO3）
• 管理基盤（研究者）と公開基盤（図書館員＆URA）の機能を切り分けて

次世代機関リポジトリとしての機能の先鋭化

• システム内部のコンポーネント化を徹底することで拡張性と運用性を飛躍的に向上

どう変わるか？

• 研究者にとって研究成果を簡単に公開できるようになる

• 機関リポジトリだけでなく分野別リポジトリにも活用しやすくなる

• JAIRO Cloudの運用が効率化できビジネスモデルの成立に近づく

リポジトリ数だけではなく利用や運用モデルでも世界をけん引
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JAIRO Cloud利用

独自構築

日本の機関リポジトリ構築数
独自構築とJAIRO Cloud利用機

関機関リポジトリ登録データ数
(本文あり)の推移

日本の機関リポジトリ構築数の推移

収録コンテンツ数
学術雑誌論文 約36万件
学位論文 約20万件
紀要論文 約136万件
その他 約77万件
計 約269万件

(2022年3月末時点)

機関リポジトリ構築数
国立大学 86
公立大学 83
私立大学 466
その他 203
合計 838

(2022年3月末時点)

機関が
JAIRO Cloudを利用
681

千件

機関リポジトリ(研究成果を収集・保存・発信する器)のクラウドサービスJAIRO 
Cloudを提供

• 大学でのシステム運用負荷の軽減により、機関リポジトリ数が拡大
• 必要な機能を備えたシステムをクラウド上で提供することで全体を効率化
• 学術情報のオープンアクセスを推進

新しい研究データ基盤につ
いては、ボーンNIIクラウドで
より効率的な普及を目指す
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データ公開基盤データ管理基盤

クローズドな環境で成果を
管理・共有・保存する基盤

公開を前提に機関として
研究成果を管理する基盤

簡単な操作で
登録可能

リポジトリシステム タスク管理

国際連携のもとで最新のアーキテクチャーと機能を備えた
リポジトリシステムを構築し、拡張性と運用性を向上

NII RDCとの連携により研究支援機能を強化

新システム（WEKO3）
リポジトリ
システム

全文検索 統計処理

DB

画像処理 外部API

現システム（WEKO2）

NII Research Data Cloud

DB 全文検索 画像処理 外部API
Cach

e
統計処理



JAIRO Cloud（WEKO3）への移行について

2021年6月〜10月に本番移行を予定しておりましたが、これまで
発生したバグの分析を行った結果、ソフトウェア品質向上のためのさ
らなる対策を行うべきと判断し、本番移行時期を2022年度に延期
しました。

JAIRO Cloud利用機関の皆様には、多大なご迷惑をおかけしてお
りますこと、深くお詫び申し上げます。

（お詫び）
次期JAIRO Cloud本番移行日程の再三に渡る
変更について
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「 3．学術情報流通の推進」のまとめ

「コンテンツ」の元祖は、NACSIS-CAT/ILL、
そしてJAIROCloudも重要な役割を担いつつ
あります。
長年の伝統を守りながら、常にアップデート
を続けて学術情報の流通を支えています！
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4．オープンサイエンスの推進

◆ オープンアクセスリポジトリ推進協会
◆ 学術情報流通推進委員会
◆ オープンサイエンスの推進

（SPARC Japan,SCOAP3ほか）
◆ コンテンツ流通の推進（JaLC DOIの登録）
◆ オープンサイエンス推進のための研究データ基盤
◆ 人材育成

81
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4．オープンサイエンスの推進
：オープンアクセスリポジトリ推進協会（JPCOAR）

研究デー
タ作業部
会

コミュニ
ティ強化・
支援

作業部会

コンテンツ
流通促進
作業部会

オープンアクセスリポジトリ推進
協会（JPCOAR）（H28～）

事務局
（NII内）

運営委員会
（H29～）

会長（立教大） 監事（電通）

監事（奈良県大）総会

選
出

メンバー参加

参加機関

『JPCOARオープンアクセスリポジトリ戦略 2019～
2021年度 』を策定
機関リポジトリをめぐる国内外の状況を踏まえ、国内外
の関係する団体、コミュニティと連携し、リポジトリに
よる知の発信システムを構築し、オープンアクセスのよ
り一層の推進を目指すことをビジョンとし、次の5つの
戦略を掲げている。
1. オープンサイエンスの推進に寄与するため、研究

データの公開、流通に関する先導的な取組みを行う。
2. オープンアクセスを推進する学術情報流通の基盤を

整備し、コンテンツの流通、活用を促進する。
3. オープンアクセスリポジトリを支えるコミュニティ

としての機能を強化する。
4. オープンアクセス、オープンサイエンスの推進に対

応できる人材育成を行う。
5. 協会の活動基盤を強化し、JPCOARのブランド力を

高める。

2021年1月1日現在

人材育成
作業部会

種 別 機 関 数 JC利用機関
国立大学 79 56
公立大学 68 64
私立大学 410 391
大学共同利用機関 12 11
短期大学 43 42
高等専門学校 6 6
その他（研究機関
等） 41 34

合計 659 604
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4 オープンサイエンスの推進：大学図書館との連携の枠組み

「大学共同利用機関法人情報・システム研究機構 国立情報学研究所と国公私
立大学図書館協力委員会との間における連携・協力の推進に関する協定
書」締結(2010(平成22)年10月13日、2016(平成28)年2月23日改訂)

【目的】

「我が国の大学等の教育研究機関において不可欠な学術情報の確保と発信
の一層の強化を図る」

【連携・協力の推進】
1. バックファイルを含む電子ジャーナル等の確保と恒久的なアクセス保障体制の整備

2. 機関リポジトリを通じた大学の知の発信システムの構築

3. 電子情報資源を含む総合目録データベースの強化

4. 学術情報の確保と発信に関する人材の交流と育成

5. 学術情報の確保と発信に関する国際連携の推進

6. その他本目的を達成するために必要な事項

【組織】

国公私立大学図書館協力委員会とNIIの間に、「大学図書館と国立情報学研
究所との連携・協力推進会議」を設置
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国公私立大学図書館協力委員会

役割：
協定書
(1),(4),(5)

大学図書館と国立情報学研究所との
連携・協力推進会議

NII

大学図書館コンソーシアム連合
（JUSTICE）

役割：
協定書
(2),(4),(5)

交渉
作業部会

広報
作業部会

調査
作業部会

オープンアクセスリポジトリ
推進協会（JPCOAR）

役割：
協定書
(3),(4),(5)

これからの学術情報システム
構築検討委員会

システムモデ
ル検討作業部

会

協定書
(1) バックファイルを含む電子ジャーナル等の確保と恒久的なアクセス保証体制の整備
(2) 機関リポジトリを通じた大学の知の発信システムの構築
(3) 電子情報資源を含む総合目録データベースの強化
(4) 学術情報の確保と発信に関する人材の交流と育成
(5) 学術情報の確保と発信に関する国際連携の推進

システム
ワークフロー
検討作業部

会

助言/報告

運営委員会

4．オープンサイエンスの推進：大学図書館との連携・協力体制

2019（R1)年度～
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4．オープンサイエンスの推進：オープンアクセスの推進対応

85

 学術情報流通推進委員会（SPARC Japan）
 国際学術情報流通基盤整備事業（2003（平成15）～2018（平成30）年度）

ステークホルダー間の連絡調整を行い、学術情報流通基盤整備を推進
オープンアクセス、オープンサイエンスを推進するために、国内外の学術
情報流通の動向や実態の把握に努め、それらに基づいた学術情報の公開や
利活用に係る戦略の検討と調整、アドボカシー活動等を、学術コミュニテ
ィ等を中心としたステークホルダーの参画や連携のもとに行う

SPARC Japanセミナーの実施
• 学術情報流通に関する最新の動向を紹介
• 2020（令和2）年度は3回実施。延べ780名参加。

国際連携の強化（国際的なオープンアクセスプロジェクトへの参画）
• SCOAP3 支援（2014（平成26）年～）

• 大学図書館とのタスクフォースを組み、国内参加機関（81機関）とりまとめ
• 2014（H26）.1 フェーズ１開始
• 2017（H29）.1 フェーズ２開始
• 2018（H30）.1 アメリカ物理学会参加
• 2020（R2) .1 フェーズ3開始
（フェーズ3の延長について協議中）

• arXiv.org 支援（2014（平成26）年～）
• 大学図書館、関連機関の協力により、国内参加機関（16機関）とりまとめ
• 2014（H26） 一括とりまとめによるディスカウント開始

高エネルギー物理学分野の査読付き
ジャーナル論文のオープンアクセス化
を目的とした国際連携プロジェクト
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4．オープンサイエンスの推進：コンテンツ流通の推進：JaLC DOI登録

JaLC DOI付
メタデータを
ハーベスト

（標準：週一） DOI
Prefix/
Suffix

JaLC DOI
付メタデー
タをハーベ
スト

大学（準会員） NII（正会員） JaLC

各機関は割り当て
られたprefixで
DOI登録

機関リポジトリと、
JaLCとのデータ受け
渡しを仲介

IRDB
(JAIRO)

JaLC

DOI
Prefix/
Suffix

DOI
Prefix/
Suffix

 DOI（Digital Object Identifier）
 コンテンツの電子データに登録される国際的な識別子
 コンテンツの所在情報（URL）に変換され、恒久的にデジタル資料を一意に示す

 DOI登録
 日本では、ジャパンリンクセンター(JaLC)*によりDOIが付与される

※国立情報学研究所（NII）、科学技術振興機構（JST）、物質・材料研究機構（NIMS）、国
立国会図書館（NDL）による共同運営

 IRDBハーベスト対象の機関は、準会員となることで無料でJaLC DOIを登録可能
 「IRDBデータ提供機関のためのDOI管理・メタデータ入力ガイドライン」策定・公開
 研究データへのDOI登録実験プロジェクトを実施（2014（H26）年10月～2015（H27）年9月）
 DataCite DOI登録開始（2021/6）※JAIRO Cloudの利用者はWEKO3移行後（アナウンス予定）

IR

DOI登録のメリット
世界で流通する識別子
の付与

永続的なURLが与えら
れ、アクセシビリティ
が向上

引用、検索、リンク等
に利用可能

統計や文献同定等、コ
ンテンツ単位での管理
が容易
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4．オープンサイエンスの推進：研究データの取り扱い

論文出版数に対する同年の撤回通知数の割合 Elsevierのデータジャーナル累積論文数

研究データの管理・公開が不可欠！

研究公正への対応
研究成果の信頼性確保

研究成果の再利用
研究の発展・加速化

（n=2883件、2022年5月）

Retraction Watchおよび
Scimago Journal & Country Rankの
情報より計算

データ,画像に関する撤回理由のみ
2022年のデータより

（2022年5月時点）

（データジャーナル：データとその解説を成果とする論文）

必須3% 推奨59% 不明38%

0

2000

4000

6000

8000

10000

Chemical Data Collections Data in Brief
Nuclear Data Sheets

Elsevier出版学術誌の
データ共有ポリシー率

データも論文
並みに重要に！
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4. オープンサイエンスの推進：
令和3年4月27日 統合イノベーション戦略推進会議
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SINET5 （2016～2021年度）

4G モバイル機能

欧州

アジア

米国

：400Gbps国内回線
：SINETノード

：100Gbps国内回線
：100Gbps国際回線

学術認証基盤 クラウド活用基盤

VPNサービス、オンデマンドサービス等

コンテンツ基盤

検索・利用

非公開 共有 公開

成果論文

公開・蓄積

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

データ検索基盤

管理・保存
研究データ

データ管理基盤 データ公開基盤

•全国を400Gbps以上、国際を200Gbps以上で整備
•無線（全国セキュア5G＋ローカル5G）と超高速有線との融合

研究データ基盤

次世代学術研究プラットフォーム
（2022～2027年度）

次世代学術研究プラットフォーム（2022～2027年度）
ネットワーク移行(2021年度)、次世代学術研究プラットフォームの運営(2022～2027年度)

ネットワーク基盤と
研究データ基盤を融合

本計画は、最先端かつ安定した運用実績のあるSINET5を発展させ、機能強化した研究データ基
盤と融合することで、データ駆動型研究を加速する研究環境を構築するものである

計画範囲 （2022～2027年度）

•基礎的な機能の提供からデータ駆動型研究
の実践に不可欠な基盤へと機能を拡充

教育支援
にも活用
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次世代研究データ基盤: NII Research Data Cloud

2017-2021

2022-2027

2017年から開発開始
⇒ 2021年から運用開始
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1. 国立情報学研究所(NII)について ： NII事業の全体像
超高速ネットワーク、研究データ基盤、サイバーセキュリティ、クラウド、認証に関するサー

ビスを提供し、全国の大学や研究機関等の研究教育環境を高度化
プレスリリース: https://www.nii.ac.jp/news/release/2022/0401.html

91



National Institute of Informatics

4. オープンサイエンスの推進：研究データ基盤

92

• データ駆動型研究の促進や研究公正への対応からオープンサイエンスが世界的に注目

• オープンサイエンスを推進するために、研究データのライフサイクルに沿った研究活動を
3つの基盤で支援

Experiment

Recording

Writing

Planning

Analysis

Preservation

Publicatio
n

Idea

Discovery

Curation

Collaborat
ion

管理基盤

公開基盤

検索基盤

ClosedOpen

新サービス

従来から提供し
てきた文献検索
エンジンCiNiiを
研究データも対
象としたサービス
に拡張。KAKEN
の情報も取り込
んで、研究活動の
総合的な検索
サービスへと展
開。

従来から提供し
てきた機関リポ
ジトリのクラウド
サービスJAIRO
Cloudを研究
データを効果的
に扱えるサービ
スに拡張。論文と
紐づけてデータ
を公開。

従来のコンテンツ
事業は公開され
たコンテンツのみ
を対象としてき
たのに対し、研究
中の非公開領域
の研究資源を扱
う新しいサービス。
研究を進めなが
ら適切にデータ
を管理すること
で、研究の促進や
研究公正への対
応を実現できる
機能や、段階的な
公開への準備を
整えるための機
能を提供。

NII Research Data Cloud
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4. オープンサイエンスの推進：研究データ基盤 NII Research Data Cloud

Cold
Storage

Cold
Storage

Cold
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

Hot
Storage

データ公開基盤

成果論文 研究データ

機関向け研究データ管理
公開・蓄積

管理・保存

検索・利用

• データ管理基盤における簡便な操作で
研究成果の公開が可能

• 図書館員やデータキュレータによる、メ
タデータや公開レベル統計情報などの
管理機能の提供

• データ収集装置や解析用計算機とも連
携

• 研究遂行中の研究データなどを共同研
究者間やラボ内で共有・管理

• 組織が提供するストレージに接続した
利用が可能

by

アクセスコントロール

実験データ
収集装置

解析用
計算機

データ管理基盤

2017年から開発開始 ⇒ 2021年から運用開始

直結

長期保存対応
ストレージ領域

Cold
Storage

Hot
Storage

外部ID発行サービス

ISNIDOIORCID

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

分野別
リポジトリ

データ検索基盤

海外の
研究データ
公開基盤

• 機関リポジトリ＋分野別リポジトリや
データリポジトリとも連携

• 研究者や機関、研究プロジェクトの情報
と関連付けた知識ベースを形成

• 研究者による発見プロセスをサポート
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研究プロジェクト単位で
ファイルなどを管理

学認と連携しVO(仮想組織)
メンバーでファイルを共有

豊富なアドオンで必要な
クラウドストレージを接続

4. オープンサイエンスの推進：データ管理基盤 GakuNin RDM

94

■ GakuNin RDM 2021年2月15日に本運用のサービス提供開始
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4. オープンサイエンスの推進：GakuNin RDMの普及
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大阪公立大学, 東京医科歯科大学, 国立保健医療科学院, 愛媛大学, 電気通信大学, 
大阪電気通信大学, 山口大学, 沖縄科学技術大学院大学, 東京都健康長寿医療センター, 
東京工業大学, 筑波大学, 福岡工業大学, お茶の水女子大学, 滋賀医科大学, 
浜松医科大学, 三重大学, 理化学研究所, 熊本大学, 静岡理工科大学, 
北陸先端科学技術大学院大学, 成城大学, 信州大学, 慶應義塾大学, CCC-TIES, 
帯広畜産大学, 大阪大学, 福井大学, 小樽商科大学, 東京農工大学, 神戸大学, 
群馬大学, 東北大学, 千葉大学, 北見工業大学, 広島大学, 富山大学, 九州大学, 
東京大学, 金沢大学, 北海道大学, 名古屋大学, 京都大学, 国立情報学研究所

43機関

0

5

10

15

20

25

30

35

40

45

50
Ja

n-
19

M
ar

-1
9

M
ay

-1
9

Ju
l-1

9

Se
p-

19

No
v-

19

Ja
n-

20

M
ar

-2
0

M
ay

-2
0

Ju
l-2

0

Se
p-

20

No
v-

20

Ja
n-

21

M
ar

-2
1

M
ay

-2
1

Ju
l-2

1

Se
p-

21

No
v-

21

Ja
n-

22

M
ar

-2
2

総合 理工 人文社会 医学
『GakuNin RDM 利用機関数』

https://meatwiki.nii.ac.jp/confluence/pages/viewpage.action?pageId=41588114

(2022年4月現在)
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4. オープンサイエンスの推進： GakuNin RDMの利用実例
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東京大学定量生命科学研究所
研究公正システムで不正防止

帯広畜産大学

北見工業大学

小樽商科大学

経営統合等で管理基盤を利用中の機関
• 公立大学法人大阪

(大阪府立大＋大阪市立大)
• 東海国立大学機構

(名古屋大＋岐阜大) 

経営統合(北海道連合大学機構)
でのITインフラ共通化

デモ動画

『GakuNin RDMを軸としたオープンイノベーション』

・北⾒⼯業⼤学：鈴木総一朗 学長、升井洋志 教授、

・⼩樽商科⼤学：三浦克宜 准教授

https://youtu.be/bBR7bzWNkTo

デモ動画

『画像・データ・論文の証跡管理を徹底 - 研究公正 - 』

・東京大学定量生命科学研究所：

白髭克彦 所長・教授、須谷尚史 准教授

https://youtu.be/10wsW5qMW2A

研究公正研究
DX
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4. オープンサイエンスの推進：GakuNin RDMの利用実例

金沢大学コアファシリティでの
実験装置共有のためのデータ共有

理化学研究所 情報統合本部
オープンサイエンス推進情報基盤

GakuNin RDM と mdx の連携

SPring-8 データセンターにおける
共同利用施設としてのデータ管理

研究推進
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2015年3月 内閣府 「国際的動向を踏まえたオープンサイエンスに関する検討会」報告書
P21 大学・研究機関等においては、技術職員、URA、大学図書館職員等を中心としたデータ管理体制を整備できるように、
データサイエンティストやデータキュレータなどを研究支援人材として位置づけられるよう、包括的な育成システムを検討
し、推進することが必要である。

早い時期から大学・研究機関における人材育成は課題

• 2017年『オープンサイエンス時代の研究データ管理』教材開発
– JMOOC（gacco）から配信

• 2018年『研究データ管理サービスの設計と実践』教材開発
– 支援者向け教材として全国の大学と試用プロジェクトを実施
北海道大学、旭川医科大学、東北大学、筑波大学、千葉大学、東京大学、新潟大学、信州大学、京都大学、九州大学、鹿児島大学、
早稲田大学、東邦大学、津田塾大学、国立情報学研究所、国立極地研究所、国立環境研究所、森永乳業株式会社（全18機関）

• 2021年：約130のRDMスキルを策定し、より効率的に学べるコンテ
ンツと環境整備を実施「学習プラットフォーム（学認LMS）」

課題

NIIの取組

受講者数 修了率

OS時代の研究データ管理 2,305 25%
gacco講座平均 4,145 15%

98

４．オープンサイエンスの推進：研究データ管理人材の育成

https://www.nii.ac.jp/service/jmooc/rdm/
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４．オープンサイエンスの推進：研究データ管理人材の育成

「研究データ管理サービスの設計と実践」
• 研究支援者(図書館員、研究支援職員(URA)、技術スタッフ等)のた

めの教材
• 研究プロセス(研究前、研究中、研究後)に沿って、具体的なサービス

の設計と実践を学習
• NIIが開発中の新オンライン学習プラットフォーム(学認LMS)から

2020年度6月より正式運用開始
章 内容

第1章：序論 研究データ管理に関する基礎的な知識を学ぶ
• 研究データ管理とは何か、研究データ管理の重要性が増している背景、研究データ管理サービスとは何か

第2章：サービス設計 自機関の実情に合ったサービスを設計するために必要なことを学ぶ
• 組織づくりや機関としての戦略やポリシーの立案、Data Asset Framework(データ資産フレームワーク)の活用法

第3章：研究前の支援 研究者が研究を開始する前段階で、どのような支援が求められているかについて学ぶ
• 研究者が遵守すべきポリシーとは何か、研究資金配分機関等が求めるDMP(データ管理計画)の作成支援

第4章：研究中の支援 研究者が研究を実施している最中に求められる支援について学ぶ
• 研究データの種類とセキュリティポリシーの関係、データの保存と機関の役割、利用可能なデータの発見方法、データの分析

や可視化の支援方法、論文発表の際に必要とされるデータの取扱い、データ管理計画の見直し

第5章：研究後の支援 研究終了後に、得られたデータを公開することについて学ぶ
• データの公開前に確認すべきこと、データの公開場所としてのデータリポジトリの選定、公開するデータに付与すべきメタ

データ、識別子、ライセンスなど

第6章：日常的な支援 日常的な研究データ管理サービスについて学ぶ
• 研修の実施方法、ポータルサイトの構築と提供すべき情報、窓口業務の実施体制、広報のための資料作成やアドボカシー活

動の展開方法

教材(第二弾)
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４．オープンサイエンスの推進：研究データ管理人材の育成

「研究者のための研究データマネジメント」教材(第三弾)
• 研究支援者としての目線から、大学や研究機関等に所属する研究者

の方に向けて作成
• 研究データ管理の場面に応じた12のテーマ別
• 研究者自身が必要な知識を得ることを想定

10
0

章 内容 章 内容

外部資金の取得 外部資金の取得にあたり、研究データ管理
との関連の観点から押さえておきたいポイ
ント

加工・分析中のデータ
管理

データを用いた研究を実施する際の、
データの加工及び分析中のデータ管理
について

申請書類
(DMP)の作成

データ管理計画(DMP)の作成方法 DMPの更新 DMPを更新する際におさえておきた
いポイント

所属機関のインフ
ラ活用

研究データ管理を行う上で必要となる所
属機関のインフラの活用について

データの引用 データを引用する意義とその方法につ
いて

研究データの保存 研究データの保存先を検討する上でのポイ
ント、情報セキュリティ対策、バックアップ
をする時の注意点など

データの公開方針の
決定

データの公開方針の決定について

データの検索・発
見・収集

既存の研究データの検索・発見・収集方法 リポジトリへのデータ
登録

リポジトリへのデータ登録について

データ分析 実際の研究データを分析するにあたっての
ポイントや注意点について

データ論文を通じた
データ公開

データ論文を通じたデータ公開につい
て
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「 4．オープンサイエンスの推進」のまとめ

オープンサイエンスの推進は新たな使命！
研究データ基盤を構築して、大学と一緒に
新しい事業にチャレンジしていくんです！！
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５．まとめ

◆後続計画（次世代学術研究プラットフォーム）
◆共考共創
(一緒に考え、皆で創る) Co-desiｇn and Co-create
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400G 超高速ネットワーク

５．まとめ：次世代学術研究プラットフォーム

研
究
デ
ー
タ
基
盤

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
基
盤

SINET5 （2016～2021年度）

4G モバイル機能

欧州

アジア

米国

：400Gbps国内回線
：SINETノード

：100Gbps国内回線
：100Gbps国際回線

学術認証基盤 クラウド活用基盤

VPNサービス、オンデマンドサービス等

コンテンツ基盤

検索・利用

非公開 共有 公開

成果論文

公開・蓄積

メタデータ集約・管理
知識ベースの構築

データ検索基盤

管理・保存
研究データ

データ管理基盤 データ公開基盤

•全国を400Gbps以上、国際を200Gbps以上で整備
•無線（全国セキュア5G＋ローカル5G）と超高速有線との融合

研究データ基盤

次世代学術研究プラットフォーム
（2022～2027年度）

次世代学術研究プラットフォーム（2022～2027年度）

ネットワーク基盤と
研究データ基盤を融合

本計画は、最先端かつ安定した運用実績のあるSINET5を発展させ、機能強化した研究データ基
盤と融合することで、データ駆動型研究を加速する研究環境を構築するものである

•基礎的な機能の提供からデータ駆動型研究
の実践に不可欠な基盤へと機能を拡充

教育支援
にも活用
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次世代研究データ基盤: NII Research Data Cloud

2017-2021

2022-2027

2017年から開発開始
⇒ 2021年から運用開始

104
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共考共創
Co-design and Co-create

5. まとめ：共考共創
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5. まとめ：シンポジウムの開催

『４月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム』

主催 国立情報学研究所 大学の情報環境のあり方検討会
開催日時 令和２年３月２６日（木） １２時１５分～ （約２時間程度）

趣旨
３月２４日、文部科学省高等局より「令和２年度における大学等の授業の開始等について」

の通知を受け、４月以降大学等において遠隔講義に関し検討を進めておられるかと存じます。
想定外の状況の国難の中で、遠隔授業等の準備状況に関する情報を出来る限り多くの大学間で
共有すること目的に、本サイバーシンポジウムを開催いたします。今回は、東大、京大、名大、
九大の取組状況をご紹介致しますが、未解決の問題も多々残っており、本シンポジウムが全て
の解を提示するものではない点をご理解下さい。現状の課題を早急に共有することが重要と考
える次第です。直前でのご連絡を何卒ご寛恕ください。なお、ご都合のつかない受講希望者も
多々おられるかと存じますので、今回のシンポジウムへのフィードバックを元に次回を計画す
る予定です。
なお、本シンポジウムは質問をお受けしたいと考えており、非常に多くの大学からのご参加

は想定しておらず、オープンには致しません。お申込みをお願い致します。又質問はチャット
でお受けし口頭で回答する予定です。
大きな変更はございませんが、若干プログラムに変更が生じることもございます
何分、急ごしらえですので、不行き届きの点はご寛恕のほどお願い申し上げます。
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5. まとめ：シンポジウムの開催
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「4月からの大学等遠隔授業に関する
取組状況共有サイバーシンポジウム」

令和3年1月～

『大学等におけるオンライン教育とデ
ジタル変革に関するサイバーシンポジ
ウム「教育機関DXシンポ」』

に名称を変更。

https://www.nii.ac.jp/event/other/decs/



 主催：国立情報学研究所（NII）大学の情報環境のあり方検討会
 遠隔授業等の準備状況に関する情報を出来る限り多くの大学間で共有することを目的に、大
学等関係者が現状の取組や課題等を発表するシンポジウムを開催

 「４月からの大学等遠隔授業に関する取組状況共有サイバーシンポジウム」から改名
 オンライン会議形式。後日、国立情報学研究所ホームページにて、映像及び資料を掲載。参加
者は、2,000名を超える回も。

 今後も定期的に開催予定

■開催経過
2020年 3月26日 第 1回
2020年 4月 3日 第 2回
2020年 4月10日 第 3回
2020年 4月17日 第 4回
2020年 4月24日 第 5回
2020年 5月 1日 第 6回
2020年 5月 8日 第 7回
2020年 5月15日 第 8回
2020年 5月29日 第 9回
2020年 6月 5日 第10回
2020年 6月26日 第11回
2020年 7月10日 第12回
2020年 7月31日 第13回
2020年 8月21日 第14回
2020年 9月 4日 第15回
2020年 9月11日 第16回
2020年 9月25日 第17回

「大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に関するサイバーシンポジウム」

2020年10月 9日 第18回
2020年10月23日 第19回
2020年11月 6日 第20回
2020年11月20日 第21回
2020年12月11日 第22回
2020年12月25日 第23回
2021年 1月14日 第24回
2021年 1月29日 第25回
2021年 2月12日 第26回
2021年 3月 3日 第27回
2021年 3月19日 第28回
2021年 3月26日 第29回
2021年 4月 9日 第30回
2021年 4月23日 第31回
2021年 5月14日 第32回
2021年 5月28日 第33回
2021年 6月11日 第34回

2021年 6月25日 第35回
2021年 7月 9日 第36回
2021年 7月30日 第37回
2021年 8月20日 第38回
2021年 9月 6日 第39回
2021年 9月17日 第40回
2021年10月 8日 第41回
2021年10月29日 第42回
2021年11月19日 第43回
2021年12月10日 第44回
2022年 1月14日 第45回
2022年 2月 4日 第46回
2022年 3月 4日 第47回
2022年 3月25日 第48回
2022年 4月15日 第49回
2022年 5月13日 第50回
2022年 6月10日 第51回
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■これまでの発表大学等（第51回まで）
•北海道大学
•室蘭工業大学
•秋田大学
•東北大学
•山形大学
•群馬大学
•筑波大学
•筑波技術大学
•千葉大学
•東京大学
•東京工業大学
•電気通信大学
•横浜国立大学
•山梨大学
•信州大学
•新潟大学
•名古屋大学
•三重大学
•金沢大学
•富山大学
•滋賀大学
•京都大学
•京都工芸繊維大学
•大阪大学
•大阪教育大学
•神戸大学
•広島大学
•島根大学
•山口大学
•徳島大学
•香川大学
•愛媛大学
•九州大学
•九州工業大学
•佐賀大学
•長崎大学
•熊本大学

•東海国立大学機構

•公立はこだて未来大学
•東京都立産業技術大学院大学
•都留文科大学
•石川県立大学
•京都府立医科大学
•高知工科大学
•北九州市立大学

•北星学園大学
•自治医科大学
•獨協大学
•神田外語大学
•千葉工業大学
•千葉商科大学
•放送大学
•流通経済大学
•学習院女子大学
•杏林大学
•共立女子大学
•慶應義塾大学
•芝浦工業大学
•上智大学
•昭和大学
•帝京大学
•東京医療保健大学
•東京通信大学
•東京未来大学
•東邦大学
•東洋大学
•二松学舎大学
•日本体育大学
•法政大学
•武蔵野大学
•早稲田大学
•桐蔭横浜大学
•長野大学
•開志専門職大学
•聖隷クリストファー大学
•藤田医科大学
•名古屋外国語大学
•人間環境大学
•金沢工業大学
•京都産業大学
•京都女子大学
•立命館大学
•龍谷大学
•大阪工業大学
•大阪産業大学
•大手前大学

•埼玉県立川越南高等学校
•千葉大学附属小学校
•青山学院中等部
•光塩女子学院
•東京学芸大附属小金井小学校
•東京大学附属中等教育学校
•日出学園高等学校・中学
•町田高等学校
•早稲田中学・高等学校
•早稲田大学高等学院
•川崎北高等学校
•京都教育大学附属桃山小学校
•京都市立西京高等学校附属中学校
•京都橘中学校・高等学校
•アサンプション国際中学校高等学校
•関西創価高等学校
•福岡県立戸畑高等学校

•宮城県教育委員会
•埼玉県教育局
•岐阜県教育委員会
•京都市教育委員会
•大阪市教育委員会
•箕面市教育委員会
•奈良市教育委員会
•広島県安芸太田町教育委員会
•高知県教育委員会
•熊本市教育委員会
•宮崎県教育委員会
• Indianapolis Public Schools
• Yukon Publix Schools

•科学技術振興機構
•国立情報学研究所
•国立教育政策研究所
•国立成育医療研究センター
•理化学研究所
•奈良県立教育研究所
•徳島県立総合教育センター

•内閣官房
•総務省
•文部科学省
•文化庁
•経済産業省
•熊本市
• UNESCO

•北京大学
•香港教育大学
•香港城市大学
•韓国教育学術情報院
•タイ国立電子コンピューター技術研究センター
•アテネオデマニラ大学
•マレーシア工科大学
•カーネギーメロン大学
•ケネソー州立大学
•コーネル大学
•サウスカロライナ医科大学
•ジョージワシントン大学
•スタンフォード大学
•ノースカロライナ州立大学
•ハーバード大学
•ピッツバーグ大学
•フロリダ大学
•ベイラー大学
•マサチューセッツ工科大学
•アサバスカ大学
•メキシコ・ラスアメリカス大学
•サンドラコロンビア大学
•エディンバラ大学
•ダラム大学
•カールスルーエ工科大学
•ベルリン自由大学
•トレド大学
•ウプサラ大学
•コペンハーゲン大学
•シドニー大学

• AMS合同会社
• CIC Japan
• TWOLAPS TRACK CLUB
•全国大学生活協同組合連合会
•一般社団法人授業目的公衆送信補償金等管理協会
•大学ICT推進協議会
•日本オープンオンライン教育推進協議会

「大学等におけるオンライン教育とデジタル変革に関するサイバーシンポジウム」

•関西大学
•関西医療大学
•関西国際大学
•近畿大学
•関西学院大学
•神戸女子大学
•広島女学院大学
•九州産業大学
•デジタルハリウッド大学
•星槎大学

•埼玉医科大学短期大学
•四国大学短期大学部

•国立高等専門学校機構
•苫小牧高等専門学校
•熊本高等専門学校
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「 5．まとめ」のまとめ

国立情報学研究所は大学図書館の仲間！
これからも末永く、学術情報流通について
共に考え、共に創っていくんです！！

最後にビデオで復習しよう！！！

https://www.nii.ac.jp/about/pr-video/
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おわりに

最後までおつきあいいただき、
ありがとうございました。



令和３年度大学図書館職員長期研修

国立情報学研究所の取り組み

国立情報学研究所

学術基盤推進部次長 竹谷 喜美江

2021（令和3）年7月7日（水）
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